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§１．研究成果の概要 

 

 MEC 用の SoC 型 FPGA ボードとして商用化に成功した MKUBOS ボード 6 枚から成るクラス

タ上でのソフトウェア開発を容易にするため、VTA、FINN、MPI 通信機構を整備した。また

MKUBOS クラスタを含むマルチテナント向けミドルウエア MEC-uRM を設計した。高信頼・高速な

エッジ＋クラウドシステム向け、大容量不揮発性メモリと DRAM のハイブリッド KVS アルゴリズム・

ROS 拡張ミドルウエアを開発した。これらの上に工場配送システム、Ｇｒａｐｈ Ｂａｓｅｄ ＳＬＡＭ、音

声認識処理、差分プライバシアクセラレータなどのアプリケーションを実装し、そのエネルギー効率

が最新のＰＣからなるクラスタに対して優れていることを実証した。この成果は、ＣＥＡＴＥＣＨ、Keio

テクノモール、JST 微小エネルギーＶＲシンポジウムなどで一般向け公開された。 

 上記のコンセプトをチップ化したＳＬＭＬＥＴの設計を行った。ＳＬＭＬＥＴは、再構成ロジック、

RISC-V、チップ相互結合用スイッチを混載したチップであり、低コスト、低消費電力でスケーラブル

なシステムを構築することが可能である。この心臓部のＳＬＭ再構成ロジックのテスト用で 2020 年

度にテープアウトしたＴＥＧ１チップの動作を確認し、設計用統合ＣＡＤの開発にも成功した。ＳＬＭ

ＬＥＴのプロトタイプは、論理設計は終了し、22 年 5 月にテープアウト予定である。 

並列アプリケーションの設計を容易に行うため、System-C レベルで設計し、高位合成により分

割、マッピングするＣＡＤを開発し、ストリーム処理のニューラルネットワークを対象に実ボード上の

動作に成功した。 

さらにスマートシティ領域でのデータ流通の高速化のため、ハードウェア MQTT ブローカのマイ

グレーション機能の実装を行い、IEEE 技術標準化ワーキンググループにて MQTT を用いた IoT

ノード管理の標準化に取り組んでいる。 
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§２．研究実施体制 

 

（１）天野グループ（慶應義塾大学） 

① 研究代表者：天野英晴（慶應義塾大学理工学部 教授） 

② 研究項目 

（１） マルチ FPGA システム開発・評価・OS 実装 

（２） Crust-Core 型プロトタイプチップ 設計・実装 

（３） Crust-Core 型プロトタイプチップ改良・評価 

 

（2）飯田グループ（熊本大学） 

① 主たる共同研究者：飯田全広 （熊本大学大学院先端科学研究部 教授） 

② 研究項目 

（１）   再構成ロジック IP 設計・開発・評価 

（２）   高集積再構成ロジック IP ジェネレータ開発 

（３）   関数型言語を用いた超高速開発環境の開発 

 

（3）菅谷グループ（芝浦工業大学） 

① 主たる共同研究者：菅谷みどり （芝浦工業大学工学部 教授） 

② 研究項目 

（１）   透過的に配置実行制御するミドルウェアの調査・設計・実装・評価 

（2）   MEC 連携用ミドルウェア設計・実装・評価 

 

（4）西グループ（慶應義塾大学） 

① 主たる共同研究者：西宏章 （慶應義塾大学理工学部 教授） 

② 研究項目 

(1)   コミュニティデータ収集と基盤技術の構築 

(2)   リアルタイム情報匿名化アクセラレータ実装・評価 

(3)   リアルタイム情報匿名化アクセラレータの地域実証 

 

（4）若林グループ（東京大学） 

① 主たる共同研究者：若林一敏 （東京大学大学院工学系研究科 特任研究員） 

② 研究項目 

(1）   階層的高並列実行機構と高位合成ツール 

(2）   マルチ FPGA 用高位合成ツールの開発 

(3）   Crust-Core 型 HUB システム用高位合成ツールの開発 
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